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1. 研究の背景と達成目標 

 

急速な少子高齢化が進む先進国にとって、脳科学研究の発展が社会に与える影響は計り知れない。例えば、精

神神経疾患の克服、人工知能ロボットによる労働軽減などの需要の大きい社会問題と直結するため、脳科学研

究の最前線にはアカデミアだけでなく産業界も注目をしている。近年、日米欧が、ヒトゲノム計画に匹敵する規模

の国家的プロジェクト、「脳機能ネットワークの全容解明プロジェクト」を開始し、近い将来に神経回路網と神経機

能の関連が網羅的に明らかになると予想される。一方で、神経回路網を人為的に操作する技術の発展は、ニュ

ーロン（神経細胞）を自由に培養する技術開発が立ち遅れていることもあり、ブレークスルーを産み出す研究が

待ち望まれている。本研究では、私たちが独自に見いだした「ニューロンが増殖しうる」という発見を基に（Ajioka 

et al., Cell, 2007）、興奮性ニューロンと抑制性ニューロンを三次元的に培養する技術の開発、および、損傷した

生体内の脳にニューロンを配置させる技術の開発に挑む。このような技術が確立されれば、理論研究の枠に収

まっていたニューラルネットワークモデル等を実験的に検証することも可能になり、医学研究という枠を超えて、

脳科学研究全体の発展に貢献できることが期待される。 

2. 主な研究成果と社会、学術へのインパクト 

 

・ （研究成果）興奮性ニューロンと抑制性ニューロンの細胞株樹立方法を確立した 

・ （研究成果）生体内でニューロンを配置させるためのバイオマテリアルを開発した 

・ （研究成果）損傷した生体内の脳にニューロンを配置させることに成功した 

・ （社会へのインパクト）実現困難と考えられている脳の再生医療実現化への第一歩となった 

・ （学術へのインパクト）ニューロンを人為的に操作することで神経回路網の機能解明につながる 

3. 研究成果 

 
① 癌抑制遺伝子 Rb とそのファミリー遺伝子（p107, p130）を特定のニューロンへ分化する運命決定直後に不

活化するシステムを構築し、大脳の興奮性ニューロンおよび抑制性ニューロン由来の細胞株を樹立した。 
② 細胞外マトリックスであるラミニンを材料とした多孔性スポンジを凍結乾燥法により作製し、損傷脳へ移植し

た。その解析の結果、ラミニンスポンジ移植群で新生ニューロンが損傷領域内へと遊走し、対照のゼラチン

スポンジ移植群では遊走しなかったことから、損傷脳へのニューロン配置にはラミニンを材料とした人工足

場移植が有効であると明らかになった（図）。 
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4. 今後の展開 

 

損傷した脳の再生医療に関する研究への展開を図る一方、ニューラルネットワークモデルの検証にもチャレンジ

し、学際的な展開を図る。 
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